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【安全･安心】 
 

☆ 被災した区道の本格的な復旧工事を実施 

（１－１：新木場地区等震災道路復旧事業 詳細Ｐ１３） 

東日本大震災により被害を受けた新木場･辰巳地区の区道について、本格的な復旧工事

を実施し、道路の機能回復を図ります。 

 

☆ 民間建築物の耐震化を促進します 

（１－２：民間建築物耐震促進事業 詳細Ｐ１４） 

民間建築物の耐震化を促進するため、緊急輸送道路沿道建築物及び特定緊急輸送道路

沿道建物の耐震診断･耐震設計･耐震改修経費の補助を拡充します。 

さらに、非木造の戸建て住宅の耐震化助成も新たに対象とします。  

 

☆ 高層住宅の防災対策強化･こどもの防災啓発の実施 

（１－３：危機管理啓発事業 詳細Ｐ１５） 

震災時活動マニュアル策定の手引きを作成し、高層住宅の管理組合等に配付し、   

マニュアルづくりをサポートします。 

また、こども向けの防災啓発パンフレットを作成し、配布することで、小学生の防災

に関する基礎的知識や心構えの習得を目指します。 

 

☆ 高齢者の緊急時に役立つガイドブックを配布 

（１－４：高齢者緊急時対応事業 詳細Ｐ１６） 

高齢者の災害や急病などの緊急時に役立つ情報を記載したガイドブックを作成･配布

することで、初期対応や予防法を周知し、安心した生活を送れるよう支援します。 

 

☆ 災害時の情報伝達手段を充実 

（１－５：災害情報通信設備維持管理事業 詳細Ｐ１７） 

災害時の区民への情報伝達手段を充実させるため、同報無線の設置局を新たに１０カ

所増やすとともに、移動系無線を、未設置の区立中学校２１校へ配備します。 

 

☆ 「江東区地域防災計画」の改定に着手 

（１－６：防災会議運営事業 詳細Ｐ１８） 

東日本大震災の教訓や国･東京都における防災計画の見直しを反映した「江東区地域防

災計画」の改定に着手します。 
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【子育て･教育】 
 

☆ 認可保育所1園･認証保育所１０園を整備します 

（２－１：新砂保育園整備事業、認証保育所整備事業 詳細Ｐ１９） 

保育園待機児童の解消のため、公設民営認可保育所１園（定員１００人）、及び認証保

育所１０園（定員３０８人）を整備し、さらに、認可保育所２園で２９人の定員増を図

ります。これにより、４３７人の定員増を図ります。 

 

☆ 病児･病後児保育室を大島･新砂地域に新規開設 

（２－２：病児･病後児保育事業 詳細Ｐ２０） 

保育園等の施設に通っている乳幼児が病気のため登園できない場合に、区が委託する

実施施設で一時的に預かる病児･病後児保育室を拡充し、区民の子育てと就労の両立を支

援します。 

 

☆ 認証保育所への臨床心理士の派遣補助を実施 

（２－３：認証保育所運営費等補助事業 詳細Ｐ２１） 

認証保育所が、発達障害のある園児の適切な指導を行うために、臨床心理士などの専

門家の派遣を受ける場合、その経費の一部を補助します。 

  

☆ 江東区子育て情報ポータルサイトの構築 

（２－４：子育て情報ポータルサイト構築事業 詳細Ｐ２２） 

若い子育て世帯の応援策として、子育て家庭への情報発信の形態を統合して一元管理

するポータルサイトを構築し、携帯電話、スマートフォン、パソコンなど多様なメディ

アへの情報発信を可能にし、利便性を向上させます。 

 

☆ 私立･公設民営保育所、認証保育所に運営費を補助  

（２－５：保育所管理運営事業、私立保育所扶助事業･補助事業、 

認証保育所運営費等補助事業 詳細Ｐ２３） 

平成２４年中に開設予定の私立保育所1園（定員８０人）、公設民営保育所１園 （定

員１００人）、認証保育所４園（定員１７７人）に対して、運営費の補助を行います。 

 

☆ 「こうとう学びスタンダード｣「授業改善支援チーム」始動 

（２－６：学校力向上事業 詳細Ｐ２４） 

こどもたちの生活習慣や学習規律の基礎、教科などの基本的事柄をまとめた「こうと

う学びスタンダード」（指導目標）を策定するとともに、若手職員の育成を目指して、大

学との連携による「授業改善支援チーム」を定期的に小･中学校へ派遣し、校内研修を推

進します。 

 

☆ 小１、小２で実質３０人以下の学習環境を実現 

（２－７：確かな学力強化事業 詳細Ｐ２５） 

小学校１年生と２年生を対象に、教員免許を有する少人数学習講師（非常勤講師)を国

語･算数を主とした教科に週２０時間配置して、実質的に３０人以下での学習指導を行い、

基礎学力の定着を図ります。      

 

☆ (仮称)豊洲西小学校を新設･豊洲北小学校の校舎増設 

（２－８：(仮称)豊洲西小学校整備事業、豊洲北小学校増築事業 詳細Ｐ２６） 

豊洲地区における児童人口の増加に対応するため、（仮称）豊洲西小学校の新設工事を

着工し、豊洲北小学校の校舎増設について実施設計を行います。   
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【健康･生き生き】 
 

☆ 旧第三大島小学校跡地の一体整備が始動 

（３－１：特別養護老人ホーム等((仮称)あかつき苑)整備事業、 

公園新設整備事業 詳細Ｐ２７） 

旧第三大島小学校跡地に、区内初の介護専用型ケアハウスや特別養護老人ホームを併

設した高齢者施設を民設民営で整備するとともに、隣接して都市計画公園を整備します。         

 

☆ 区内初！障害者多機能型入所施設の整備に着手 

（３－２：東砂地区障害者多機能型入所施設整備事業 詳細Ｐ２８） 

障害者の「短期入所」や「就労継続支援」などを併設し、地域生活への移行を支援す

る施設として、東砂地区に整備する「障害者多機能型入所施設」の整備･運営事業者を公

募します。 

 

☆ 眼科検診を新たに実施 

（３－３：眼科検診事業 詳細Ｐ２９） 

眼疾患を中高年期に早期発見･早期治療するため、５０歳･５５歳･６０歳になる区民を

対象に、眼科検診を実施します。 

 

☆ 介護従事者･就労希望者向け研修を実施 

（３－４：介護従事者確保支援事業 詳細Ｐ３０） 

介護サービスの質の向上と人材の確保･育成を支援するため、区内介護事業所の介護従

事者や就職を希望する有資格者を対象にスキルアップや就労支援につながる研修を実施

します。 

 

☆ 地域密着型介護施設を開設 

（３－５：地域密着型介護施設整備事業･管理運営事業、シルバーステイ事業 

詳細Ｐ３１） 

新砂３丁目に、区内初の認可保育所と地域密着型介護施設の合築施設を整備し、指定

管理者制度により運営します。 
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【まちづくり】 
 

☆ ＰＰＰによる新しい公園管理運営のあり方を調査･検討 

（４－１：公園等管理運営官民連携事業 詳細Ｐ３２） 

豊洲新市場などが整備される豊洲埠頭の大規模公園等の整備に伴い、官民が連携して

公共サービスの提供を行うＰＰＰによる、新しい公園管理運営のあり方を調査･検討しま

す。 

  

☆ 土地の境界･面積等を明らかにする地籍調査を実施 

（４－２：地籍調査事業 詳細Ｐ３３） 

震災等の迅速な災害復旧やまちづくり等の円滑化、土地境界紛争の防止のために、区

内の全ての土地について、一筆ごとの所有者･地番･地目を調べ、境界位置と面積を測量

する地籍調査を実施します。 

 

☆ 臨海部に「コミュニティサイクル」を導入 

（４－３：環境まちづくり推進事業 詳細Ｐ３４） 

「豊洲グリーン･エコアイランド構想」の実現に向けた具体的施策の検討を行うととも

に、その具体的な取り組みの一つとして、『コミュ二ティサイクル』の導入に向け、実証

実験等を実施します。 

 

☆ 全長１,２００ｍの散歩道が豊洲運河に完成 

（４－４：水辺･潮風の散歩道整備事業 詳細Ｐ３５） 

朝凪橋下の横断橋整備により、豊洲運河沿いに水辺を身近に感じる全長約１,２００ｍ

の「潮風の散歩道」が完成し、豊洲地区に新たな魅力スポットが誕生します。 

 

☆ (仮称)シビックセンター工事着工へ 

（４－５：(仮称)シビックセンター整備事業 詳細Ｐ３６） 

区南部地域の急激な人口増に対応し、区民の身近なサービスを提供する施設として、

豊洲文化センター･図書館の改築と合わせ、豊洲駅前に「(仮称)シビックセンター」を新

たに整備します。 
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【スポーツ･観光】 
 

☆ ２３区初！こどもたちのカヌー大会を実施 

（５－１：区民スポーツ普及振興事業 詳細Ｐ３７） 

「水彩都市･江東」の魅力を発信し、カヌー競技の普及と支援をするため、区内の河川

を利用して、こどもたちが参加できるカヌー大会を開催します。 

 

☆ 「川の駅」による水辺のにぎわいづくり 

（５－２：旧中川･川の駅づくり事業 詳細Ｐ３８） 

新たな水辺のにぎわいの一大拠点として、また、「水彩都市･江東」を全国にアピール

するため、水陸両用バスや和船、カヌーなどによる、多様な水辺利用の拠点となる「川

の駅」を旧中川河川敷に整備し、今年秋にオープンします。 

 

☆ スポーツ祭東京２０１３リハーサル大会を開催 

（５－３：スポーツ祭東京２０１３推進事業 詳細Ｐ３９） 

平成２５年開催の「スポーツ祭東京２０１３」（第６８回国民体育大会･第１３回全国

障害者スポーツ大会）に向けた競技別のリハーサル大会を開催し、スポーツの振興を図

るとともに、地域の一体感の醸成と区民、大会関係者の機運を高めます。 

 

☆ （仮称）江東区観光協会を設立 

（５－４：観光推進事業 詳細Ｐ４０） 

従来から活動している区内の観光協会や商工会議所、商店街連合会、ＮＰＯ法人など

の各団体を支援し、連携する中間支援型の全区的観光推進組織を設立し、各種観光ＰＲ、

文化観光ガイド、フィルムコミッション、外国人観光客の誘致などの事業を行い、区の

魅力を全国に発信します。 

 

☆ スカイツリーからの誘客でにぎわいづくり 

（５－５：観光ＰＲ事業 詳細Ｐ４１） 

５月に開業する東京スカイツリーを訪れる観光客を区内に誘客するため、都バスの一

日乗車券を利用して、東京スカイツリーから区内を観光する、回遊性のある区内観光情

報をまとめた、観光ガイドマップを発行します。 

 

☆ 外国語対応の観光案内標識を設置 

（５－６：観光推進事業 詳細Ｐ４２） 

江東区を訪れる観光客のまちあるきを推進するとともに、区の魅力を伝え、外国人観

光客の利便性を高めるため、東京統一基準のデザインによる外国語対応の観光案内標識

１０基を、深川地区北部の区道へ新たに設置します。 
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【産業･コミュニティ】 
 

☆ 都立産業技術研究センターの利用料を補助 

（６－１：産学公連携事業 詳細Ｐ４３） 

都立産業技術研究センターを、区内中小企業が新製品、新技術の開発等のため利用し

た場合、負担した費用の３分の２（１５万円上限）を区が補助します。 

 

☆ 区内避難者への支援を継続実施 

（６－２：被災者支援事業 詳細Ｐ４４） 

東日本大震災に伴い区内に避難している被災者に対し、コミュニティの形成を手伝い、

孤立化を防ぎ、心身の健康を支えるため、交流支援、健康相談等を行います。 

 

☆ 地域イベントに避難者を招待 

（６－３：町会自治会活動事業 詳細Ｐ４５） 

東日本大震災に伴い区内に避難している被災者に対し、江東区町会連合会などの地域

団体と連携して、「江東花火大会」などのイベントへ招待することで、江東区に愛着を持

ってもらうとともに本区におけるコミュニティを一層推進します。  

 

☆ 地域の課題を区と協働で解決 

（６－４：コミュニティ活動支援事業 詳細Ｐ４６） 

市民団体（町会･自治会、ＮＰＯ、ボランティア団体等）と区が協力して地域課題の解

決に取り組むため、協働事業提案制度で採択された２事業を実施します。 

 

 

【環境】 
 

☆ 手作りのソーラーカーで自然エネルギーを学びます 

（７－１：ソーラーカー活用事業 詳細Ｐ４７） 

手作りのソーラーカーを活用した環境学習プログラムを実施します。また、公募の中･

高校生を中心とした区民チームが、昨年に引き続き鈴鹿サーキットのソーラーカーレー

スに参加することで、江東区の環境施策を広くＰＲします。 

 

☆ 緑の中のまちづくり「ＣＩＴＹ ＩＮ ＴＨＥ ＧＲＥＥＮ」を推進 

（７－２：CITY IN THE GREEN公共緑化推進事業･民間緑化推進事業 詳細Ｐ４８） 

緑の豊かさが実感できるよう、長期計画に掲げた CIG（CITY IN THE GREEN）の実

現に向けて、各種緑化事業を推進します。 


